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＊詳しくはスライド最後をご覧ください

学校法人桐蔭学園 理事長
桐蔭横浜大学 教授

学校法人河合塾 教育研究開発本部 研究顧問
東京大学大学院教育学研究科 客員教授

※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
※公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています。
※本動画では字幕を付けていませんので、必要な方は「設定」で「字幕オン」にしてご利用ください。

次期学習指導要領改訂に向けた『論点整理』が出ました
－常識的なスタートで逆に意外だと思われる方が多かったのでは？－
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・ 「資質・能力」「習得・活用・探究」 「主体
的・対話的で深い学び」をベースに発展させる

次期学習指導要領改訂に向けた情報提供

『今後の教育課程、学習指導及び学習
評価等の在り方に関する有識者検討会
論点整理』（2024年9月18日）

・デジタル学習基盤（GIGAスクール構想
第２フェイズ）

・探究的な学習

・カリキュラム・マネジメント

・スクール・ポリシー（高校）

・ウェルビーイング（＞「これからの社会像」）

・個に応じた指導
（個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実）

「幸福・福祉（Well-being）」



・（個人的な意見）現行の学習指導
要領を大きく変える必要はない

（有料記事）

・コンピテンシーの視点からコンテ
ンツを整理

・カリキュラム・オーバーロードへ
の対処

・探究・デジタルを活用して個別最
適な学びの充実へ





総合的な探究の時間の指導要領『解説』

＜主体的な学び＞（現行学習指導要領）
学ぶことに興味や関心を持ち、自己の
キャリア形成の方向性と関連づけながら、
見通しを持って粘り強く取り組み、自己
の学習活動をふり返って次に繋げる学び。

総合的な探究の時間
「自己の在り方生き方」

主体的・対話的で深い学び

これはウェルビーイング
でもあります






